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	Ⅷ　届出・勧告
	Ⅷ 届出・勧告
	１．居住誘導区域に含まない区域における
	開発行為、建築行為の届出・勧告に関する内容
	（１）居住誘導区域に含まない区域
	居住誘導区域の設定は、すべての居住者と住宅を区域内に集約させることを目指すものではなく、居住誘導区域に含まない区域とされた範囲においても、本市の持つ既存環境や住民生活の利便性が損なわれるものではありません。
	本計画の区域のうち、居住誘導区域以外における一定規模以上の開発行為及び建築行為については、都市再生特別措置法の規定（第88条1項）により、市への届出が義務付けられ、届出内容に支障がある場合は調整を行います。また、調整の結果、適正な住宅等の立地に必要な勧告を行うなど、居住誘導区域に含まない区域の土地利用に向けた規制・誘導を図ります。なお、これは、対象となる行為を禁止することが目的ではなく、居住誘導区域に含まない区域の住宅開発などを把握するためです。
	（４）届出に対する対応
	① 居住誘導区域内への居住の誘導の妨げとはならないと判断した場合
	届出をした者に対して、必要な場合に当該区域内における居住の誘導のための施策に関する情報提供等を行う。
	② 居住誘導区域内への居住の誘導に対し、何らかの支障が生じると判断した場合
	届出をした者に対して、何らかの支障が生じると判断した場合は次の調整を行う。
	・開発行為等 規模を縮小するように調整
	・当該開発区域が含まれる居住誘導区域に含まない区域のうち、別の区域において行うように調整
	・居住誘導区域内において行うように調整
	・開発行為等自体を中止するように調整 等

	③ 勧告
	届出行為が、居住誘導区域内における住宅等の立地の誘導を図る上で支障があると認めるときは、届出者に対し、適正な住宅等の立地に必要な勧告をすることができます。
	２．都市機能誘導区域に含まない区域における
	開発行為、建築行為の届出・勧告に関する内容

	（１）都市機能誘導区域に含まない区域
	都市機能誘導区域外において誘導施設の建築物の建築行為又は開発行為を行おうとする場合には、都市再生特別措置法の規定（第108条第1項）により市への届出が義務付けられます。
	これは、対象となる行為を禁止することが目的ではなく、都市再生特別措置法第108条第1項４に基づき、３つの都市機能誘導区域（伊豆長岡駅周辺、田京駅周辺、温泉駅周辺）以外における誘導施設の整備の動向を、市が把握するための制度です。

	（４）届出に対する対応
	① 都市機能誘導区域内への誘導施設の立地の妨げとはならないと判断した場合
	届出をした者に対しては、税制上、金融上の支援措置など当該区域内における誘導施設の立地誘導のための施策に関する情報提供等を行うことが考えられます。
	② 当該行為が何らかの支障をきたすと判断した場合
	・開発行為等自体の中止
	・開発行為等の規模の縮小
	・都市機能誘導区域内の公共用地や未利用地での開発行為等

	などの実施を調整します。
	③ 勧告
	調整が不調に終わった場合には、届出者に対して、開発規模の縮小や都市機能誘導区域内への立地等について、都市再生特別措置法第108条３に基づき勧告を行います。
	なお、勧告を行ったときは、都市再生特別措置法第108条４に基づき、必要な場合には、居住誘導区域内の公共用地や土地の取得について市が斡旋を行うよう努めます。
	３．都市機能誘導区域内における
	誘導施設の休廃止の届出に関する内容

	（１）都市機能誘導区域
	都市再生特別措置法の一部を改正する法律が平成30年７月15日に施行されたことにより、都市機能誘導区域内における誘導施設の休止又は廃止を行おうとする場合には、都市再生特別措置法の規定（第108条の2第1項）により市への届出が義務付けられました。
	これは、対象となる行為を禁止することが目的ではなく、３つの都市機能誘導区域（伊豆長岡駅周辺、田京駅周辺、温泉駅周辺）における誘導施設の休廃止の状況を把握するための制度です。


